
ユ田一 の実践 究

一多目的コンピュータネットワークシステムの構築を中心として-

工業科工藤雄司@大平典男@茂木好和@金城幸康 o I.菜作貞男@森 紀年

1 .はじめに

[l付属坂戸高校は平成 6年度から「総合学科Jとしての

「総合科学科Jが設置された。

新学科では，コンビュータを使用する科目が増加し，

その授業形態も複雑多岐となった。例えば， r総合学

科」の原則履修科目である「情報基礎j は40人で行う。

しかし，選択科目は， 2 0人で実施することが基本とな

ること等である。

また，本研究におけるコンビュータ教育とは，単にコ

ンビュータに触れていれば効果が上がるとは考えていな

し¥0 コンビュータを使用するに当たり，各教科・科目毎

の目標を達成するためには，使用するコンビュータシス

テムにある一定の仕様を満足する必要がある。そして，

その仕様を各教科・科目実施期間中維持し続けなければ、

ならない。

このような観点に基づいた， コンビュータを多目的に

活用した教育に必要なコンビュータシステムとして，平

成 5年度に 20人用ノぐソコン教室 i室から構成される

「多目的コンビュータシステム」を構築した。

その後，平成 6年度には40人用ノぐソコン教室と， 2 0 

人用ノマソコン教室を設置し r多目的コンビュータシス

テムJを 3室構成に再構築し，改善した。

2.研究の目的

本研究では，平成 7年度に，カラー・ノート型パソコ

ンを採用した 20人用ノぐソコン教室を設置し， r多目的

コンピュータシステムJを4室構成としたこと。

そして，パソコン教室開を「生徒用ネットワーク Jで，

各教科準備室等を「教務処理ネットワーク」で結ぶ2系

統に分けたネットワークシステムを敷設した。これによ

り，セキュリティ上の問題を解決し，生徒も全教職員も

簡便に扱えるシステムとしている。しかし，相互接続が

可能なので，大量のデータ処理等には有効に活用できる。

このように，より多目的に活用/で、きるよう「多目的コン

ピュータシステムJ改善した「多目的コンピュータネッ

トワークシステムj の構築を中心に報告する。

3. 多目的コンビュータシステム

( 1 )システムの構成

1)既設:小パソコン教室

(ネットワーク方式 21台構成)

パソコン:i386SX(20MHz)・40MBHD.CD-RO担内蔵

サーバ : i486DX2(66MHz) • lGBHD内蔵

2)既設:大ノぐソコン教室

(スタンドアロン方式41台構成)

パソコン:i486SX(25MHz)170MBHD.CD-RO話内蔵

3)既設-小パソコン教室

(ネットワーク方式 21台構成)

パソコン:i486SX(25MHz)170MBHトCD-IWM内蔵

サーバ :Pentium(66MHz) • lGBHD内蔵

4)新設:小パソコン教室

(ネットワーク方式 21台構成〉

力う一・/ートパソコン:i486SX(33MHz)340MBHD内蔵

サーバ :Pentium(90MHz)・2GBHD内蔵

ハードディスクにセットしたソフト
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@タイプ練習ソフト

・ワーフ。ロソフト

・表計算ソフト

.BASIC 

-データベースソフト

-商業シミュレーションソフト

・図形処理ソフト

( 2 )システムの特徴

平成 7年度に新設した小ノぐソコン教室は， ノート型ノミ

ソコン 21台と，開閉式のパソコン机を採用した。これ

図 1新設パソコン教室を{吏吊している場面
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により，パソコンを使用しないときは，机に電磁ロック

がかかり普通教室として使用できるため，時間害IJ編成上

制約の少ない教室となった。図 iにおいて，手前が生徒

が使用している状態で，後ろがパソコンを使用しない普

通教室としての状態を示す。図 2に既設のパソコン教室

のデスクトップ型のパソコンを使用している状態を示す。

思 2既設パソコン教室を使用している場面

これにより， i多呂的コンピュータシステムJは，

種々の形態のパソコンを使用する教科・科目に対応、が可

能な， i情報基礎J等の基礎的な内容を実施する 40人

用スタンドアロン型 i室と，より高度な内容まで実施で

きる 20人用ネットワーク型 3室の 4室構成のコン

ピュータ教育用設備となった。以下に主な特徴を示す。

①全てのパソコンには，各種ソフトが入っているが，
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授業に必要なソフトだけが起きすjするように設定した各授

業専用の「起動フロッピーディスク」が無いとノぐソコン

が動作しない。したがって，各教師独自の授業が容易に

展開できる。また，放課後の補習や自習等で部屋を開放

しているときのイタズラを訪止できる。

②各アプ 1)ケーションソフトの設定ファイルや辞書を，

「起動フロッピーディスク j に保存している。したがっ

て，ハードディスクのソフトを使用していても，各生徒

専用のソフトを使用しているような感覚で使用できるの

で，各種検定試験用として活用できる。

①②を実現するために，パソコンのハードディスクに

は，目的のソフトだけを起動する条件を設定した各授業

専用のrCONFIG.SYSJとiAUTOEXEC.BATJファイルを書き込

む。そして， i起動フロッピーディスク」には，対応す

るそれらのファイルを指定してパソコンを再起動する命

令や辞書を書き込むことにより実現している。図 3iこ新

設パソコン教室「情報基礎j 起動関連ファイル構成を示

す。

4.多呂的コンピュータネットワークシステム

( 1 )ネットワークシステムの構成

f総合科学科」における情報処理システムとして，よ

り多目的に活用す

「情報基礎」用起動ディスク
るため，本校の校

舎 3 棟を結んだ~

4に示す「多目的

コンビュータネッ

トワークシステ

ムJを構築した。

このシステムでは，

ネットワークを以

下の 2系統に分け

ている。

①生徒用ネット

ワーク:ノぐソコン
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るために使用して
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全生徒の作成デー

タが参照できるた
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図3 新設パソコン教室「情報基礎J起動関連ファイル構成図
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A館 l階

Aパソコン室

4 1台

(スタンドアロン)

A館 2階

C館2階

Cパソコン室

2 1台

(ネットワーク)

ちなみに， !~ 4において，

教務処理ネットワークケーブ

ルを 2木に分け， リピータで

中継しているが，ネットワー

クとしては i本と見なせる。

これは，本ネ y トワークが E

t h e r n e L方式の 10 B 

A S E - 5 規格の I~nill!Bケーブ

ルを使用しているためである。

C館

脚附瑚

10BASE-5の電気的規

格として， 1本のケーブルで

最大 50 0 mまでしか使えな

いので，校舎内や渡り廊下を

往復すると長さが足りなくな

る。そこで，複数に分割し，

土口コ耳O1 P百 目 i ! I 
I I i I一一教務処

リピータで中継すると， E t 

h e r n e tとしては，最大

2 5 0 0 mの長さのネット

ワークが形成できるので， 1 

つの学校程度の規模までは使

用できる。

Bパソコン室] j 11 開
正 i i i I髄ネットワーク

2 1台 j盟 11制官切替スイッチ

(ネットワーク， )1 よi盟ネットワーク終端

図4 多目的コンピュータネットワークシステム

め，随時に評価作業が行え効果的である。ネットワーク

を管理するネットワークOSとしてNe t Wa r e V3. 12J 

(100ユーザ)を使用している。

②教務処理ネットワーク:教務室，事務室，教員が常

駐する各教科準備室等を結んでいる。教職員は，設置し

たパソコンを自由に使ってよいが，各室毎に設定した

!ー科目選択処理J， r成績処理J等の「起動フロッピー

ディスク Jを使用すると「学務情報処理システム」専用

端末となる。 Ne t W a r e V3. 12J (50ユーザ)を使用して

いる。

( 2 )ネットワークシステムの特徴

ネットワークを 2系統に分けることで，成績処理・出

欠管理等の教務処理の確実なセキュリティ管理ができる。

また，相互接続が可能なので，生徒の選択科目の入力

等の大量のデータ処理時には，その間だけ 2系統のネッ

トワークを接続することでパソコン教室を有効に活用で

きる。

もしも，ネットワークを l本化すると，ネットワーク

管理者にはセキュリティ上各パソコン毎にソフトの使用

許可・不許可等を設定する煩雑な業務が求められ，利用

者にはパスワードの厳密な管理が求められる。これらは，

教師が片手間に行える程度のものではないので，本シス

テムでは 2系統のネットワークで対処している。

5. おわりに

本システムは平成5年度以来，農業・機械・家政・生

活・生物資源・機械技術@家政科学@留際産業・総合科

学の 9学科で，複雑多岐にわたる授業形態で使用し続け

ているが，設霞以来大した故障も苦情もなく動作してい

る。

この事実からも，構築・改善した，本校「多目的コン

ピュータネットワークシステムj が， コンビュータを多

目的に活用した教育を行う上で，一定の仕様を満足し，

その仕様を各教科・科目実施期間中維持し続けているこ

とが分かる。

また，本システムは，全教職員・生徒が簡便に扱える

という評価を得ている。その上，教務処理との共用にお

いて，セキュリティ上の問題は起こっていないので，現

在の利用状況では非常に効果的なシステムと考えられる。
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